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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年5月19日(2016.5.19)

【公表番号】特表2015-514074(P2015-514074A)
【公表日】平成27年5月18日(2015.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2015-033
【出願番号】特願2015-501926(P2015-501926)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/42     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/195    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/33     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/48     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/42     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/34     　　　　
   Ａ６１Ｆ   13/00     ３５５Ｇ
   Ａ６１Ｆ   13/02     ３１０Ｄ
   Ａ６１Ｆ   13/12     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/00     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   14/195    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/33     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/46     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月22日(2016.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の皮膚に局所塗布し、前記対象の皮膚における１つ又は２つ以上の皺の外観を低減
させるための、少なくとも一種の化学的神経麻痺薬を含む局所組成物の美容的又は非治療
的使用であって、前記対象の皮膚の領域における皺分布を特定するステップであって、前
記皺分布が、前記対象の皮膚領域内になぞることができる輪郭を有する１つ又は２つ以上
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の皺を含むステップと、前記少なくとも一種の化学的神経麻痺薬及び前記化学的神経麻痺
薬の経皮投与のための有効量の正に荷電したポリマー担体を含む局所組成物を、前記皺分
布中の前記１つ又は２つ以上の皺のなぞることができる輪郭上及びそれに沿って直接局所
塗布しながら、前記皺分布中の前記１つ又は２つ以上の皺の位置に基づき、かつ前記１つ
又は２つの皺に対応する下層にある筋肉の解剖学的構造とは無関係に、前記皺分布中の前
記１つ又は２つ以上の皺の輪郭をなぞり、前記対象の皮膚における前記皺分布中の前記１
つ又は２つ以上の皺の外観を低減させるステップとを含む、前記使用。
【請求項２】
　皺分布が、対象の顔、頭、首、手、足、肩、胸、又は背中に存在する、請求項１に記載
の使用。
【請求項３】
　皺分布が、外眼角のライン、眉間のライン、前額部のライン、広頸筋のライン、鼻唇の
ライン、又は口周囲の唇のラインを含む、請求項２に記載の使用。
【請求項４】
　皺分布中の１つ又は２つ以上の皺が、対象の顔における外眼角のラインを含む、請求項
３に記載の使用。
【請求項５】
　少なくとも一種の化学的神経麻痺薬が、
(ａ）ボツリヌス毒素、サキシトキシン、破傷風毒素、テトロドトキシン、及びそれらの
組合せ；又は
（ｂ）組換えボツリヌス毒素又は改変されたボツリヌス毒素から選択される、請求項１～
４のいずれかに記載の使用。
【請求項６】
　化学的神経麻痺薬が、ボツリヌス毒素である、請求項５に記載の使用。
【請求項７】
　ボツリヌス毒素が、ボツリヌス毒素Ａ、Ｂ、Ｃ１、Ｄ、Ｅ、Ｆ、及びＧからなる群から
選択される、請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　ボツリヌス毒素が、ボツリヌス毒素Ａ型である、請求項７に記載の使用。
【請求項９】
　正に荷電したポリマー担体が、少なくとも１つの正に荷電した効率基を結合した正に荷
電したポリペプチド又は正に荷電した非ペプチド性ポリマーを含み、前記少なくとも１つ
の正に荷電した効率基が-(gly)n1-(arg)n2、(gly)p-RGRDDRRQRRR-(gly)q、(gly)p-YGRKKR
RQRRR-(gly)q、(gly)p-RKKRRQRRR-(gly)qのアミノ酸配列及びアンテナペディアタンパク
質形質導入ドメイン（式中、下付き文字ｎ１は、独立して１～８の整数であり、下付き文
字ｎ２は、独立して７～１７の奇数であり、下付き文字ｐ及びｑはそれぞれ独立して０～
２０の整数である）からなる群から選択される、請求項６～８のいずれかに記載の使用。
【請求項１０】
　正に荷電したポリペプチドが、ポリリジン、ポリアルギニン、及びポリオルニチンから
なる群から選択される、請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　正に荷電したポリペプチド又は正に荷電した非ペプチド性ポリマーが、５００～５００
，０００Ｄの分子量を有する、請求項１０に記載の使用。
【請求項１２】
　正に荷電したポリペプチド又は正に荷電した非ペプチド性ポリマーが、５００～５０，
０００Ｄの分子量を有する、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　正に荷電したポリペプチド又は正に荷電した非ペプチド性ポリマーが、５００～５，０
００Ｄの分子量を有する、請求項１２に記載の使用。
【請求項１４】
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　正に荷電したポリペプチドがポリリジンであり、少なくとも１つの正に荷電した効率基
が、-(gly)n1-(arg)n2（式中、下付き文字ｎ１は独立して１～８の整数であり、下付き文
字ｎ２は独立して７～１７の奇数である）、又はアンテナペディアタンパク質形質導入ド
メインである、請求項１０に記載の使用。
【請求項１５】
　正に荷電したポリペプチドがポリリジンであり、少なくとも１つの正に荷電した効率基
が、(gly)p-RGRDDRRQRRR-(gly)q、(gly)p-YGRKKRRQRRR-(gly)q又は(gly)p-RKKRRQRRR-(gl
y)q（式中、下付き文字ｐ及びｑはそれぞれ独立して０～２０の整数である）から選択さ
れるアミノ酸配列である、請求項１０に記載の使用。
【請求項１６】
　ボツリヌス毒素が、１５０ｋＤのボツリヌス毒素Ａ型神経毒素分子である、請求項１５
に記載の使用。
【請求項１７】
　少なくとも一種の化学的神経麻痺薬を含む局所組成物の局所塗布の後に、皺分布に密封
包帯を施すステップをさらに含む、請求項１～１６のいずれかに記載の使用。
【請求項１８】
　密封包帯が、ポリマーシートを含む、請求項１７に記載の使用。
【請求項１９】
　（ａ）ポリマーシートが、セルロース繊維を含む、又は
（ｂ）ポリマーシートが、塩化ポリアルキレン、ポリ乳酸、ポリイソブテン、ポリエチレ
ン－ビニルアセテート、テフロン、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリプロピレン、及び
ポリスチレンからなる群から選択されるポリマーを含む、請求項１８に記載の使用。
【請求項２０】
　ポリマーシートが、ポリエチレン、ポリプロピレン、及びポリスチレンから選択される
ポリマーを含む、請求項１９に記載の使用。
【請求項２１】
　ポリマーシートが、粘着剤を含有する、請求項１８に記載の使用。
【請求項２２】
　密封包帯が、有効量の化学的神経麻痺薬を皮膚に浸透させるために十分な期間前記皮膚
に留まる、請求項１７～２１のいずれかに記載の使用。
【請求項２３】
　化学的神経麻痺薬がボツリヌス毒素であり、正に荷電したポリペプチドがポリリジンで
あり、少なくとも１つの正に荷電した効率基が、（gly)p-RGRDDRRQRRR-(gly)q、(gly)p-Y
GRKKRRQRRR-(gly)q又は(gly)p-RKKRRQRRR-(gly)q（式中、下付き文字ｐ及びｑはそれぞれ
独立して０～２０の整数である）から選択されるアミノ酸配列であり、期間が、５分～４
時間の範囲である、請求項２２に記載の使用。
【請求項２４】
　期間が、３０分である、請求項２３に記載の使用。
【請求項２５】
　ボツリヌス毒素である少なくとも１つの化学的神経麻痺薬を含む局所組成物の、対象の
皮膚の１つ又は２つ以上の皺の外観を低減するために前記局所組成物を局所塗布すること
を含む化粧的、非治療的方法における使用であって、前記方法が、前記対象の皮膚の領域
における皺分布を特定するステップであって、前記皺分布が、前記対象の皮膚領域内にな
ぞることができる輪郭を有する１つ又は２つ以上の皺を含むステップと、ボツリヌス毒素
である少なくとも１つの化学的神経麻痺薬、及び前記化学的神経麻痺薬の経皮投与のため
の有効量の正に荷電したポリマー担体を含む前記局所組成物を前記皺分布中の前記１つ又
は２つ以上の皺のなぞることができる輪郭上及びそれに沿って直接局所塗布しながら、前
記皺分布中の前記１つ又は２つ以上の皺の位置に基づき、かつ前記１つ又は２つの皺に対
応する下層にある筋肉の解剖学的構造とは無関係に、前記皺分布中の前記１つ又は２つ以
上の皺の輪郭を局所的になぞり、前記対象の皮膚の前記１つ又は２つ以上の皺の外観を低
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減させるステップとを含む、前記使用。
【請求項２６】
　ボツリヌス毒素が、１５０ｋＤのボツリヌス毒素Ａ型神経毒素分子である、請求項２５
に記載の使用。
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